
28 にいくら｜No.25

　2019年ͷത෺館࣮शͷ֓ཁ͸ͭ͗ͷ௨ΓͰ Δ͋ɻ

　　ᶃय़学ظに͓ Δ͚ɺ௨ৗत࣌ۀͷ࣮ૅجशɺҰ日ͷ行程Ͱ࣮ࢪ Δ͢見学࣮श

　　ᶄՆٳظՋؒظΛ中৺ͱ͠ ͨ学֎ͷത෺館・ඒज़館౳Ͱͷ学֎࣮श

　　ᶅळ学ظに͓ Δ͚学֎࣮शࢦޙࣄಋɺ Α͓ͼ花蹊記念資料館Λ࢖༻͠ श࣮ޙࣄͨ
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①見学実習レポート

　年౓౰ॳͷ見学࣮श͸ɺ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館	 埼玉県 い͞ ·ͨ市Ӝ࿨۠ৗ൫9ஸ໨30�1
Ͱ行ΘΕͨɻҰ

ൠೖ館 ͱऀ͠ ͯలࣔ࡞඼Λؑ৆ Δ͢ͱい͏ ͱ͜ͱ͸ҧͬͯɺ学芸員ͷํͷ࠙੾ͳղઆΛ࢕いͳ͕らɺϑΝγϦςΟ

෦໳Λ؍ࢀͰ͖ͨ ͱ͜͸ɺ学芸員課程ཤमੜにͱͬ ·ͯ͜ ͱにوॏͳମݧͱͳͬͨにͪ ͕いͳいɻ͝ଟ๩ͷͳ͔ɺ

ຯਚڵ ͳ͖いߨ࿩ͱ館಺Ҋ಺Λいͨͩいͨ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館学芸員ͷฏ野౸ࢯに৺ΑΓྱޚਃ͠ ্͛Δɻ

ࡌܝՃऀͷʮ見学ϨϙʔτʯʢൈਮʣΛࢀ　 Δ͢ɻ

A.S.生
　·ͣӺ͔ら くۙɺެ園ͷ中に Γ͋ɺແ料ެ։ͷεϖʔε͕ Δ͋ͱい͏ ͱ͜ Ζ͕ɺਓʑͷੜ׆ͷ くۙに Δ͋ඒज़

館Ͱ Δ͋ͱいͬͨ印৅Λड͚ͨɻͦ͠ ষͱい͏ل઒ࠇ͕ܭ෺ͷઃݐͯ ͱ͜ Ζに࠷ॳ͔͞ڻΕͨɻ෱Ҫ県ཱཽڪ

ത෺館΍ཱࠃ新ඒज़館ͷΑ͏ ͳ大 ͳ͖ઃͯ͠ܭ いΔΠϝʔδ͕ࢲͷ中Ͱ͸大 く͖ɺҙ֎ͱ਎ۙͳͱ͜ Ζに஌ͬͯ

いΔਓͷݐ෺͕ Δ͋ͱい͕͖ͬͨͨͬ͋ڻɻňΠϯϙογϒϧ・ΞʔΩςΫνϟʔŉ ͱい͏ Ͱܗ ·͟͞ ·ͳෆՄೳ

ͳݐ෺ͷاըలΛ࣮ࡍにͦ ͷలཡ会にग़ くͯΔݐஙՈͷઃۙͨ͠ܭ୅ඒज़館ͰలࣔΛ Δ͢ͱい͏ ͷ͸ɺ学芸員

ͷڀݚ੒Ռͷ発දͱい͏ ҙຯ͚ͩͰͳくɺདྷ館ͨ͠ ਓʑͷڵຯΛలࣔ෺Ҏ֎に΋࣋ͬ ΋ͯら͏ ͱい͏ ఺Ͱ΋ɺ༗

ҙٛɺ͔͓͓ͭいにڵຯਂい͜ ͱͱࢥΘΕͨɻ

　༧ࢉ΍ӡӦ౳ͷ࿩͸तۀͰ͸͖ いͯい͕ͨɺ༧ࢉӡ༻΍集٬໨ඪͳͲɺ࣮ࡍͷӡӦͷ೉͠͞ ɺاըͷ大ม

͕͞ΑくཧղͰ͖ͨɻট଴٬Ͱ͸νέοτऩೖ͕ͳいͳͲɺͨͩలࣔΛ見に行ͬͯい ͱ͖ͨ に͸஌らͳ͔ͬͨࣄ

ฑΛ࠶ೝࣝͨ͠ɻ࣮ࡍɺలࣔͯ͠いΔ಺༰͕࿩୊にͳΔͷ͸೉͠いͱい͏ ఺͸大͖ͳ໰୊ ͱͩࢥΘΕΔɻਓʑ

ͷؒͰ࿩୊にͷ Γ̈́ɺͦΕ͕集٬に൓ө Ε͞Δͷ͕೗Կにࠔ೉Ͱ Δ͋ ͱ͔い͏ ࿩Λฉ͚ͨͷ͕ྑ͔ͬͨɻ

　Ҝ子ͷίϨΫγϣϯにͭいͯɺॳ୅ͷ館௕ͷํ਑Ͱɺೖ館ऀに座ͬ ΋ͯら͓͏ ͱい͏ ίϯηϓτにײಈͨ͠ɻ

ϝϯςφϯε͕大ม͕ͩɺ座Γ৺஍ΛମײͰ Δ͖ͷ͸͢͹ら͠ いͱͨͬࢥɻੈքにͻͱͭ ͱい͏ Ҝ子Ͱ͸ͳくɺϥ

ΠηϯεऔಘͷҰൠにൢച Εͯ͞いΔ΋ͷΛలࣔͯ͠ いΔͱい͏ ͱ͜Ͱɺ Γ͛͞ ͳいझ͕印৅తͰ Δ͋ɻ

　όοΫϠʔυͰͷ࿩Ͱ͸ɺϋϩϯফԽ͕࡞඼にѱいӨڹΛ༩ Δ͑Մೳੑ͕ Γ͋ɺΉ͠ ΖਫͷফԽͷํ͕҆શ

Ͱ͋Δͱ΋ݴΘΕͯいΔگݱΛͯ͑࢕ษڧにͳͬͨɻऩଂ඼ͷ؅ཧอશΛͲͷΑ͏ に行 ͷ͏͔͕࠷ળͳͷ͔ɺ

໛͕ࡧଓいͯいΔ͜ ͱΛ஌ͬͨɻ

　ϛϡʔδΞϜγϣοϓͷ࿩΋͖ ͚ͨ͜ ͱ͕ 新઱Ͱ͋ͬͨɻඒज़館ɺത෺館にΑͬ ͯγϣοϓͷงғ͕ؾ ͱ͜ͳΔ

ͷ͸౰વͰ Δ͕͋ɺ֎෦に׬શҕୗͯ͠ いΔ৔߹ͱɺ༑ͷ会ͷΑ͏ ͳ૊৫͕ܦӦͯ͠ いΔ৔߹͕ Γ͋ɺӡӦओ

跡見学園女子大学学芸員課程
2019年度博物館実習について

跡見学園女子大学 学芸員課程 主任教授
村田　宏
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ମ͕ ·͟͞ ·ͰɺいͣΕに͠ ΋ͯɺऩӹΛ͋ ͛Δ͜ ͱ͕ ೉ い͠ͱい͏ ࿩͸༗ӹͰ͋ͬͨɻ

　௨ৗͷඒज़館見学Ͱ͸஌ΓΑ͏ ͷͳい෦෼·Ͱ͠ Δ͜ ͱͷͰ͖ͨ ͱͯ ΋Αいػ会ͩͬͨɻ

Ｓ.M.生
　埼玉県立近代美術館は1982年に開館した。建築家黒川記章による設計でちょうど県立博物館ブームの時期

に建てられたという。学芸員の方 は々、主に「企画展チーム」「常設展チーム」「広報・教育普及チーム」に

分かれているそうだ。

　公園のなかにある美術館は、普段から児童も多く訪れる場所でもあり、教育普及活動にも力をいれているそ

うで、子供向けのワークショップや団体への解説、大人向けのスライドトークなど多彩なプログラムを用意して、

さまざまな年代のひとが楽しんで参加できるような取り組みを行っていることが印象的だった。常設展はモネ、

ゴーギャン、横山大観など多岐のジャンルにわたる展示を見ることができて面白かった。作品を一点購入するの

にもじっくり時間をかけて吟味していることを知ってから見学すると、学芸員の考え方やこだわりも見えてきてよ

り楽しめた。また、常設展のほかに、年4回の企画展を実施していて、その実際の企画展の立案も初めて聞くこ

とができて興味深かった。予算内でテーマ、来客数やグッズの売上を予測しながら進行させるという、細かく難

しい作業を経て企画展が実現していくことの大変さを改めて知った。

　お話を伺った後のバックヤードの見学もとても貴重な経験だった。一つ目の、主に油彩の作品を収蔵する収

蔵庫を開けることも簡単にはできず、学芸員しかか入れないため清掃も学芸員で行うという。24時間常に空調

管理されていて、衛生的にもかなり気を使っているというのは作品を保存する上で当たり前のことだが、作品は

博物館・美術館でもっとも大切にされているのだと実感した。初めて見ることのできた、作品を移動させる荷物

用エレベーターはもちろん大きかったが、3m四方でも小さいらしく、現在、埼玉県立近代美術館で使っている

エレベーターももう少し大きいほうが良かったと仰っていて驚いた。作品搬入させるトラックヤードと呼ばれる場

所も見ることができたが、トラックがしっかり入る屋根や、搬入の際にシャッターが閉められるトラックヤードが

ないと作品を貸し出しを嫌う美術館も多いそうだ。作品を素早く、安全に移動できるように収蔵庫とエレベーター、

エレベーターと展示室はそれぞれ近くに設置されているそうで、作品のことを隅 ま々で考えているのだと実際に

目で見て知ることができた。二つ目の収蔵庫は版画や彫刻などの収蔵庫で、一つ目の収蔵庫と同様に簡単に開

けることはできない。

　警備室に24時間、人がいることなども含め、作品と館内の安全を守ることが、どれほど大切であるか、それ

がどれほど多くの人の努力で成り立っているのかを、実際に見学してより理解できたと思う。作品はもちろん、

ミュージアムショップの絵葉書一枚にいたるまで来館者のことを考え、一人でも多くが満足できるように館内のあ

らゆることに注意を払うこととはとても大変な仕事であると思うが、そんな支えがあればこそ、私たちは日々博物

館や美術館を楽しむことができるのだと強く感じことができた。

Ｍ.O.生
　埼玉県ཱۙ୅ඒज़館͸ɺ埼玉県 い͞ ·ͨ市に Δ͋๺Ӝ࿨ެ園಺に Δ͋ඒज़館Ͱ Δ͋ɻࠓճͷ見学Ͱ͸ɺ埼玉

県ཱۙ୅ඒज़館ͷ学芸員Ͱ Δ͋ฏ野౸ Μ͔͞らɺීஈ͸ฉく͜ ͱͷͰ͖ͳいඒज़館ࣄ৘΍ೖΔ͜ ͱͷͰ͖ͳいඒ

ज़館ͷཪଆΛ くͨ͞ Μ見ͤͯいͨͩいͨɻاըలΛ行͏ࡍに͸ͲΕ Ͳ́ͷച্͕ඞཁにͳͬ くͯΔͷ͔ɺݶΓ͋ Δ

༧ࢉͷ中͔らͲͷΑ͏ に΍ΓくΓΛ͠ ͯいくͷ͔ɺ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館ͷ大 ͳ͖ັྗͷҰͭͰ Δ͋Ҝ子ͷίϨΫγϣ

ϯͷҡ࣋ͷ೉͠͞ ɺ·ͨ খɺ中ߴɺ ੜΛஂମͰड͚ೖΕɺऩଂ඼ͷղઆΛ行ͬߍ Γͨɺຖि౔༵日ͷ਌子޲ ϫ͚ʔ

ΫγϣοϓͰ͸ɺ埼玉大学ͷ学ੜͨͪ ͷྗڠΛಘͯいΔͱいͬͨ׆ಈͷ͜ ͱɺ ら͞に館಺ͷ見学Ͱ͸ɺऩଂݿ΍ଞ
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ͷඒज़館͔ら࡞඼Λൖೖ Δ͢ࡍに࢖༻ Ε͞Δ৔ॴ΍ΤϨϕʔλʔɺՐ͖ͨى͕ࡂ ࣌ͷରࡦ౳ɺوॏͳ͓࿩Λ くͨ

Μ͜͞͏࢕ ͱ͕ Ͱ͖ͨ ɻޙࠓɺത෺館ͷ学芸員ΛΊ͟͢に͋ Γͨɺ ·͟͞ ·ͳࢦ਑ΛಘΔ͜ ͱ͕ Ͱ͖ͨ ɻ

৺ͨ͠ײ఺ɺͨͬ࢒ճͷ見学Ͱͱくに印৅にࠓ　 ఺͸ೋ఺ Δ͋ɻ

　·ͣɺҰͭ໨͸ɺ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館͸ৗઃల΍اըలに͸料͕ۚඞཁ͕ͩɺೖ館料͸ແ料Ͱ Δ͋͜ ͱɻ͜

Ε͸͜ ͷඒज़館ͷ大 ͳ͖ັྗΛͳ͠ ͯいΔɻ࣮ࡍɺೖ館ऀ͸ɺలࣔ͞ΕͯいΔҜ子ͷίϨΫγϣϯに࣮ࡍに৮Ε

Γͨ座ͬ Γͨ͢ Δ͜ ͱ͕ Ͱ Δ͖ɻඒज़館͸ެ園಺に Δ͋͜ ͱ΍ೖ館料͕ແ料ͳ͜ ͱ΋͋ ͔ͬͯɺ਌子࿈Εͷํ΍子

Ͳ΋ͨ ͷͪ࢟΋ଟく見ड ら͚Εͨɻ୭Ͱ΋݉ؾͶͳくೖΕΔͱい͏ ͱ͜͸ɺඒज़館ͷར༻ऀにͱͬ ͯ͸਌ Έ͠΍͢い

ඒज़館ͱ͠ ΂͖ܴ͜͢׻ͯ ͱͱࢥΘΕͨɻ

　࣍にೋͭ໨͸ৗઃలࣔにͭいͯͰ Δ͋ɻ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館ͷৗઃలࣔͷలࣔࣨΛೖ͙ͬͯ͢ ͷͱ͜ Ζͷখ͞

ͳεϖʔεに͋ Δղઆॻɻ Ε͜͸埼玉県ཱۙ୅ඒज़館͕ऩଂ Δ͢࡞඼ͷ͸͕ α͖ΠζͷղઆॻͰɺදに͸ϞϊΫ

ϩͷࣸਅͱऀ࡞ɺ୊໊ɺ੍࡞年ɺαΠζɺछྨ͕ɺཪଆに͸ऀ࡞ͱ࡞඼ͷ؆୯ͳઆ໌͕記͞ࡌΕͯ Γ͓ɺདྷ館

ऀͷ࡞඼ཧղΛଅ֨͢޷ͷ資料Ͱ Γ͋ɺ࣋ͪؼΓՄͰ΋͋ ΔͷͰɺͱͯ ΋༗ӹ ͱͩͨͬࢥɻ·ͨ館಺ͱ԰֎ͷ࡞

඼Ϛοϓͱい͏ ΋ͷ͕ Γ͋ɺͲ に͜Ͳͷ࡞඼͕ Δ͔͙͋͢ Θ͔ΔΑ͏ にͳͬͯいͯɺॳΊͯདྷ館ͨ͠ਓに͸ͱͯ ΋ศ

རͰ Δ͋ͱͨͬࢥɻͨͩɺ͜Ε͸ࢲͷ஌Δ͔ Γ͗Ͱ͸ɺৗઃలͷలࣔࣨに͠ ͔見౰ らͨͳ͔ͬͨͷͰɺड෇΍໨

ཱͭεϖʔεにஔいͯΈ らͨɺ΋ͬ ͱޮՌ͕͕͋Δͷ͔΋͠ Εͳいɻ

　 ら͞に͕ࢲ΋ͬ ͱ΋ײ໏Λड͚ͨ͜ ͱ͕ Δ͋ɻͦΕ͸埼玉県ཱۙ୅ඒज़館ͷऩଂ඼ͷ中Ͱɺࡏݱɺଞͷඒज़館

にି͠ग़͠ ͯいΔ࡞඼にͭいͯ͸ɺ౰֘࡞඼ͷࣸਅͱି͠ग़͠ ઌɺ؆ܿͳ࡞඼ղઆΛ記ͨ͠ࡌΧʔυ͕షͬͯ͋

Δͱい͏ ͱͩ͜ ɻࠓ͕ࢲ·Ͱ๚Εͨඒज़館ɺത෺館に͸ ·͋Γ見͔ Δ͚͜ ͱ͕ ͳ͔ͬͨͷͰɺ͜Ε͸͜ ͷ日ͷҰ൪

ͷڻ Ͱ͖͋ͬͨɻ

　ऩଂ࡞඼にͭいͯདྷ館ऀにཧղ͠ ΋ͯら͏ ͱ͜΋大੾Ͱ Δ͕͋ɺ見ָͯ͠いలࣔΛ行͏͜ ͱ΋ॏཁ ͱͩ͏ࢥɻͦ

ͷཱ྆͸೉͠い͔΋͠ Εͳい͕ɺ埼玉県ཱۙ୅ඒज़館͸ɺͦͷ྆ํΛ࣮ͯͤ͞ݱいΔඒज़館Ͱ Δ͋Α͏ に͏ࢥɻ

૝Ͱײճͷ見学ͷૉ௚ͳࠓ Δ͋ɻ

˙ य़学ظͷ࣮ૅجश͸ɺඒज़資料ɺຽଏ資料ͷऔΓѻいɺࣸਅࡱӨͷج本Λ中৺に行ΘΕͨʢઐ೚ڭ員1໊ɺ

݉೚2໊ ࢣߨʣɻඞཁͳૅجతम࿅͸े෼に行ΘΕ ͱͨͯ͑ߟいΔɻ
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②夏季学外実習
　Նقͷ学֎࣮श͸ɺҎԼͷ10館Ͱ行ΘΕͨʢॱෆಉʣɻ֤館に͸いͭ΋ͳ͕ら࠙੾ஸೡͳ͝ࢦಋͱ͝ ศٓΛ

͠·ΘΓࣀ ͨɻ ら͋ͨ Ίͯ くްྱޚਃ͠ ্͛·͢ ɻ

　໻ੜඒज़館　࡚ߴ市ඒज़館　ࢁڱ市ཱത෺館　日本ۙ୅จ学館　౦ژ౎ށߐ౦ژത෺館

　দށ市ཱത෺館　౦玉ਓܗͷത෺館　ઍ༿県ཱඒज़館　日本Χϝϥത෺館　ݹ୅ΦϦΤϯτത෺館

ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎˎ ˎ

③模擬展示実習
　ळ学ظ͸ɺՆقͷ学֎࣮शͰମಘͨ͠ࣄฑΛ;·͑ ɺ学ظ຤ͷ花蹊記念資料館Ͱͷ໛ٖలࣔにا͚ͯ޲ը

ཱҊͷۀ࡞にͱΓ૊Ήɻཤमऀ͸ɺر๬にΑͬ ͯຽଏ・ྺ࢙൝ɺඒज़൝に෼͔Εɺ໛ٖలࣔͷ࣮ܭࢪըΛ࿅Γ

্͛ͯいくɻଔۀ࿦จఏग़ͷ͕࣌ظഭΔͳ͔ɺ֤ਓ͕ΞΠσΞΛग़͠ ߹いɺ޻෉ΛՃ͑ͳ͕らΦʔϓϯΛܴ Δ͑

ͱ͜にͳΔɻ
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会　　期 ２０２０年１月２８日（火）～２月６日（木）

会　　場 跡見学園女子大学花蹊記念資料館　展示室１

開催時間 ９：３０～１６：３０

 日曜・祝日は休館

主　　催 跡見学園女子大学学芸員課程

入館無料

入館者数 ３２８名

博物館実習生模擬展示
歴史民俗班展示
　「1875　振り返る始まり－跡見の学び舎での記憶－」
美術班展示

　「花を纏
まと

う女たち」
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I　「1875　振り返る始まり－跡見の学び舎での記憶－」

歴史民俗班　担当学生名　　大串 真未　小林 明日風　齋藤 綺乃　櫻田 七海　濱 瑞歩　丸山 紗世

展示趣旨

　2020年に跡見学園͸145प年Λܴ ·͑͢ ɻͦ ͷ記念͢΂͖年にʮ跡見ʯ
ͷݪ఺Ͱ Δ͋跡見花蹊ͱ໌࣏・大ਖ਼ظͷ女学ੜͷ࢟ΛৼΓฦΓͨ いͱࢥ
い·͢ ɻ
　本ల͸跡見学園૑ཱऀͰ Δ͋跡見花蹊ͷਓੜ΍ڭҭํ਑ɺ౰࣌ͷ女
学ੜͷतۀ΍෰૷ͷي跡ΛḷΓ·͢ ɻ資料΍࡞඼Λ௨͠ɺͪͨࢲ ͕ա͝
Ε͖͕ͯܧͰ跡見学園にड͚·ࡏݱ͢ ͨྺ࢙Λ見ͭΊͳ͓͠ ɺͦͷ఻౷
΍ਫ਼ਆΛ࣍ͷੈ୅に఻͑ͯいく͖ ͔͚ͬにͳΓ·͠ らͨ޾いͰ͢ɻ
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Ⅱ「花を纏
まと

う女たち」

美術班　担当学生名　　伊藤 沙菜　榎本 津麦　澁谷 多惠　中田 樹

展示趣旨

　花花͸ݹく͔ ら女ੑΛඒ く͠০͖ͬͯ ͚ͨͩͰͳくɺʮཱͯ͹ᢴༀ座Ε
͹Դ୮าく࢟ ͸ඦ߹ͷ花ʯͱい͏ Α͏ にɺ女ੑͷඒ͸͠ ͹͠͹花にᩃ ら͑
Εͯ ·͖͠ ͨɻඒज़に͓い ΋ͯ花ͱ女ੑ͸͓ޓいͷັྗΛͻ͖ͨͯ͋いɺ
ͦΕらΛϞςΟʔϑに͠ ඼͸ສਓͷ৺Λऒくඒ࡞ͨ い͠΋ͷ͹ Γ͔Ͱ͢ɻ
　本లͰ͸日本ͱ੢༸に෼͔Εɺ女ੑ͕ओ୊ͷֆըͷ中Ͱͷ花ʑͷඳ
͔ΕํΛ௥いɺ΍͕ͯ౦੢ͷඒज़͕δϟϙχεϜ΍ສതΛͯ͠ྲྀަͯܦ
༥߹ͯ͠ いく༷ 子Λ͝ ঺հ ·͢͠ ɻ͏ ͱͬΓ͢ ΔΑ͏ ͳֆըに࡙͖ތΔ花ʑ
ͱ女ੑΛ͝ ೳくͩת い͞ɻ




